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Tc-99mスズコロイ ド肝シンチグラフィで

び慢性肺集積を認めた2症例

利波 紀久 油野 民雄 久田 欣-

要 旨

Tc-99m スズコロイドび慢性肺集積を認めた悪性

組織球増殖症と熱射病の2症例を経験したので報告

した｡今までの文献ではこれらの疾患の報告はな

い｡

は じめに

Tc-99m コロイ ドによる肝や骨髄シンチグラフ

ィで異常な肺集積がみられたという報告例は少なく

ないが,この度,Tc-99m スズコロイ ド肝シンチ

グラフィでび慢性肺集積を認めた2症例を経験した

ので報告する｡

症 例

症例 1 55歳の女性で,主訴は発熱である｡約 3

年前より慢性甲状腺炎による甲状腺機能低下症で,

甲状腺ホルモンの内服を受けていた｡約 2カ月前よ

り発熱と感冒様の症状を認めるようになり,某院の

検査でLDH,ESR,CRPの異常と貧血を認め,骨

髄穿刺で赤芽球貧食と異型細胞を認めたため,本院

第三内科へ入院｡入院時身体所見上,貧血,黄症,

肝牌艦大,四肢の紫斑を認めると共に,検査成績で

は骨髄内に組織球に類似した異物を含有した腫癌細

胞を多数認めた｡

また画像診断では,99mTc-スズコロイド肝イメー

ジ上,肝牌腫大,牌,骨髄放射能増加 と共に,明瞭

な肺の描出を認めた (Fig.1)0

以上,malignant histiocytosis の診断の下に,

ACOP療法の結果,発熱の下降と共に黄症 も徐々

に消失し,約 3カ月後に検査成績もほぼ正常化した

Fig.1 A 55year-old-femalewithmalignanthistiocyto

sis.Tc-99m-Sn-colloid image shows intensive

extrahepaticactivitiesofspleen,bonema汀OWandlungs.Hepatosplen

omegalylSalsoseen.ので退院した
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Fig.2 A17-year-old-boywithheatstroke･Tc199m-Sn-colloid

imageshowsdiffuselunguptakeandslightlyincreasedsplenic
uptake･Abnormalbonemarr

owuptakeisnotseen･Fig.3 Repeatscansevendaysaftertheinitial

scanshowsn

omal電解 質,動 脈 血 ガ ス分 析,GOT,GPT,LDH

,CPK,ZTT,血清総 ビリルビン,血清蛋白分画は正常



Table1 Conditionsofdiffuselunguptakeof
colloidonliverscan

1.Liverdiseaseoftenwithpoorprognosis

2.Malignantlymphoma
3,Infection

4.Hepatoma

5.Amyloidosis

6.Myelo丘brosis

7.Organtransplantation

8.HistiocytosisX
9.Mucopolysaccharidosis
10.Toxoplasmosis
ll.Malaria

12.Lassafever

13.Androgentherapy

14.PresenceofA13+inplasma
15.1mtraperitonealendotoxins(animal)

第20病日日には検査成績は全て正常に復 した｡最

初の肝シンチグラフィの 7日後に再検査された肝シ

ンチ グラフ ィには異 常 は認 め られ なか った

(Fig.3)0

考 察

Tc-99m コロイド肝シンチグラフィで認める肺

集積は大部分は病理学的変化により引起こされる異

常所見である｡今までに種々の原因で報告されてい

るが (Table1)悪性組織球増殖症と熱射病の報告は

ない｡注射前の Tc-99m コロイドの凝集による技

術上の因子も考慮せねばならないが,同時に同一バ

イアルを注射された患者には肺集積は全 く認められ

ていないのでこれが原因とは考えられない｡悪性組

織球増殖症の場合には Tc-99m コロイドの肺集積

機序として,骨髄検査で月重癌細胞である組織球内に

異物がみられたことから,肺に浸潤した腫癌細胞は

貧食機能を保持しており,この腫癌細胞にTc-99m

コロイドが貧食されたとも考えられるが,確証はな

い｡

熱射病の肺集積は一時的な肝障害によるものかも
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しれない｡しかし,肝障害による二次的な単純な代

償性の肺集積は,肝硬変においてみられるような骨

髄集積は観察されていないのでこれも考えにくい｡

この異常集積は肺の網内系細胞の貧食作用の克進

による可能性が考えられる｡牌と骨髄の移植を受け

た例や肝移植患者において骨髄集積を認めずに著し

い肺集積を示したという報告がある｡また,動物実

験で,肝,牌,骨髄から肺-遊走するマクロファー

ジの一部は,毛細管を通過し肺胞のマクロファージ

のもととなることが観察されている｡マクロファー

ジは,また,ある種のス トレスに反応して肺に遊走

し,肺毛細管に達 したのちに,血管内のコロイ ドを

貧食し続ける｡血管内を循環したり,また臓器に存

在している網内皮系細胞はビタミン B12,甲状腺ホ

ルモン,細菌内毒素,弱毒細菌,異種蛋白,ステロイ

ドホルモンなどの種々の刺激によって増加する｡熱

射病そのものが肺内の貧食作用を克進させ肺集積の

原因となったかもしれない｡
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